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筒菜の水耕栽
培で水質改善

北方小で水辺環境保全活動

育苗用のトンネルを作り種まきをしました

長沼でいかだに筒菜を定植する北方小児童

　
身
近
な
水
辺
「
長
沼
」
を
体
験

学
習
の
場
と
す
る
、
農
業
農
村
体

験
学
習
「
水
辺
環
境
保
全
活
動
」

（
迫
川
沿
岸
土
地
改
良
区
主
催
）が
、

５
～
６
月
に
か
け
て
北
方
小
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
に
欠
か
せ
な
い
農
業
用
水

や
、
農
業
水
利
施
設
な
ど
へ
理
解

と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

平
成
　
年
か
ら
実
施
。
北
方
小
の

１６

５
年
生
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４５

　
活
動
で
は
、
深
刻
な
水
質
汚
濁

問
題
を
抱
え
る
長
沼
の
水
質
を
浄

化
す
る
た
め
、
生
育
し
て
い
く
過

程
で
、
水
を
濁
ら
す
原
因
の
窒
素

や
リ
ン
を
吸
収
す
る
筒
菜
を
栽
培
。

５
月
　
日
に
は
北
方
小
の
校
庭
で
、

２８

育
苗
用
の
ト
ン
ネ
ル
作
り
に
挑
戦

し
、
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
生
育
を
観
察
。
６
月
　
日
に
は
、

２５

長
沼
野
菜
い
か
だ
の
会
の
協
力
で
、

長
沼
に「
野
菜
い
か
だ
」を
設
置
し

て
苗
を
定
植
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
水
耕
栽
培
し
た
筒
菜

の
生
育
を
観
察
し
て
い
く
予
定
で
、

収
穫
時
期
の
９
月
に
は
調
理
実
習

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

 水
害
に
備
え
水
防
体
制
を
強
化

　
　
     　
　
　
　
　
旧
北
上
川
右
岸
堤
防
で
市
水
防
演
習

　
水
防
関
係
機
関
の
技
術
向
上
、

体
制
強
化
を
目
的
に
、
市
水
防
演

習
が
７
月
８
日
、
豊
里
町
川
前
地

内
の
旧
北
上
川
右
岸
堤
防
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
演
習
は
、
合
併
後
３
地
区
合
同

の
輪
番
制
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
今
回
は
豊
里
、
米
山
、
南

方
地
区
が
担
当
。
各
支
団
か
ら
団

員
約
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
布
施
市
長
は
「
市
内
に
は
北
上

川
や
旧
北
上
川
、
迫
川
な
ど
、
豊

か
な
水
辺
空
間
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
故
に
台
風
や
大
雨
時
に
水
害

が
発
生
し
や
す
い
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
、
訓
練
を
通
じ
て
さ
ら

な
る
水
防
技
術
の
向
上
を
目
指
し

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
主
藤

 敏
 

と
し

 寛
 市
消
防
団
団
長
（
米
山
）
が

ひ
ろ

「
近
年
、
世
界
各
地
で
水
害
が
多

発
し
て
い
る
。
消
防
人
と
し
て
市

民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

訓
練
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
大
型
台
風
の
発
生
で

旧
北
上
川
が
増
水
し
、
堤
防
の
亀

裂
、
洗
掘
、
漏
水
な
ど
が
生
じ
た

こ
と
を
想
定
。
各
支
団
の
団
員
に

よ
る
「
シ
ー
ト
張
り
工
法
」「
釜
段

工
法
」
や
、
消
防
本
部
に
よ
る
「
か

ご
止
め
工
法
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
川
の
水
位
と
漏
水
口
と

の
水
位
差
を
縮
め
、
水
圧
を
弱
め

る
た
め
に
行
わ
れ
る
「
月
の
輪
工

法
」
を
地
元
の
豊
里
支
団
の
団
員

が
実
施
。
本
番
さ
な
が
ら
に
真
剣

な
様
子
で
、
演
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

米山支団員が力を合わせて土のうを積み上げました

シート張り工法を披露した南方支団員

豊里支団員による月の輪工法
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明るいまちを
築くために

社会を明るくする運動
メッセージ伝達・啓発活動

吉田会長から布施市長にメッセージが手渡されました

ヨークベニマル佐沼店で行われた啓発活動

　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
法

務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

と
、
啓
発
活
動
が
７
月
２
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
市
民

が
協
力
し
て
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
市
役
所
迫
庁
舎
で
行
わ
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
に
は
、
登
米
南

三
陸
保
護
司
会
会
長
の
吉
田
 芳
  行
 

よ
し
 ゆ
き

（
米
山
）
さ
ん
ら
７
人
が
出
席
。
吉

田
会
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
朗
読
し
、

布
施
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
非
行
や
犯
罪
が
起
き

な
い
よ
う
、
多
く
の
人
た
ち
に
見

守
っ
て
も
ら
え
る
環
境
を
築
い
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ジ
ャ
ス
コ
南
方
店
、

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
佐
沼
店
、
み
や

ぎ
生
協
加
賀
野
店
で
は
、
９
地
区

の
保
護
司
会
や
更
生
保
護
女
性
会

の
会
員
が
参
加
し
、
啓
発
活
動
を

実
施
。
来
店
者
へ
啓
発
用
の
チ
ラ

シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

り
、
犯
罪
や
非
行
防
止
な
ど
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

 人
と
人
と
の
交
流
で
文
化
体
験

　
     　
　
　
ア
メ
リ
カ
・
サ
ウ
ス
レ
イ
ク
市
か
ら
訪
問
団

　
７
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
７

２０

２６

日
間
、
姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ
カ
テ

キ
サ
ス
州
サ
ウ
ス
レ
イ
ク
市
か
ら
、

高
校
生
　
人
と
引
率
者
一
人
が
登

１１

米
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
、　

日
に
市
役
所
迫

２３

庁
舎
を
表
敬
訪
問
。
議
場
で
歓
迎

セ
レ
モ
ニ
ー
と
施
設
見
学
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
布
施
市
長
は
「
よ
う
こ
そ
登
米

市
へ
。
こ
の
交
流
を
通
じ
て
、
た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
登
米
市

で
し
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
学

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

訪
問
団
を
代
表
し
て
、
引
率
者
の

ア
レ
ン
・
ス
ミ
ス
さ
ん
が
「
佐
沼

夏
祭
り
や
消
防
団
の
訓
練
な
ど
を

見
学
し
、
日
本
・
登
米
文
化
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
も
、
と
て

も
優
し
く
て
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
代
表
者
か
ら
友
好
の

印
と
し
て
、
テ
キ
サ
ス
・
レ
ン

ジ
ャ
ー
ズ
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
、

大
塚
 晶
  則
 投
手
の
サ
イ
ン
入
り

あ
き
 の
り

ボ
ー
ル
な
ど
の
記
念
品
が
市
へ
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
市
を
訪
問
し
た
生
徒
た
ち

は
、「
キ
ャ
ロ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

の
　
、　

歳
の
男
女
。
そ
れ
ぞ
れ

１５

１６

が
　
軒
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

１２

（
受
け
入
れ
先
）
の
家
で
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
体
験
し
、
家
庭
生
活
な

ど
を
通
じ
て
日
本
文
化
を
学
び
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
内
の
史
跡
・
名

勝
観
光
や
、
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
と
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
ダ
ン
ス
、
野
外
炊
飯
の
交
流
会

な
ど
で
、
交
流
と
親
睦
を
深
め
た

７
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

市役所迫庁舎の議場を見学する訪問団

市へ友好の印として記念品が手渡されました

同世代のジュニア・リーダーとニュースポーツで交流


